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平成30年12月期
第２四半期決算説明会

平成30年8月28日

大倉工業株式会社

使命
悪をなさない
利益を⽣み出す
永続する

理念
⼈ひとりを⼤切に
地域社会への貢献
お客様を第⼀に

社訓
⽇々向上
創意⼯夫
同⼼協⼒
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第２四半期連結累計期間
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計画⽐ ▲３.６％

【売上高】 （億円） 【営業利益】 （億円）

売上高は、スマートフォン向け製品の受注が減少したため、
利益は原材料価格の上昇により、それぞれ前年を下回った。
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親会社株主に帰属する
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セグメント別の概要
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合成樹脂事業
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新規材料事業
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新規材料事業

【売上高】 （億円）

116.8 130.0 103.5

0

50

100

150

前年 計画 実績

【営業利益】 （億円）

12.2 12.5 10.1

0

5

10

15

前年 計画 実績

前年⽐ ▲１１.4％
計画⽐ ▲２０.3％

前年⽐ ▲１７.5％
計画⽐ ▲１９.0％

第２四半期連結累計期間

11

建材事業

12

建材事業
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その他事業

30.0 30.0 31.0

0

10

20

30

40

前年 計画 実績

3.2 3.5 4.2

0

1

2

3

4

5

前年 計画 実績

前年⽐
計画⽐ ＋３.６％

前年⽐
計画⽐ ＋２２.１％

＋３.６％ ＋３０.３％

第２四半期連結累計期間

【売上高】 （億円） 【営業利益】 （億円）

15

キャッシュ・フロー

16

連結キャッシュ・フロー計算書

利益の減少等により、営業CFが減少。
設備投資の増加により、投資CFが減少。

Ｈ２９上期 Ｈ３０上期

現 ⾦ 及 び 現 ⾦ 同 等 物 期 ⾸ 残 ⾼ ７４.７ ８６.４

営業活動によるキャッシュ・フロー ３１.０ １８.２

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲２２.４ ▲２８.０

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲１６.２ ▲６.４

現 ⾦ 及 び 現 ⾦ 同 等 物 期 末 残 ⾼ ６６.９ ７０.０

（億円）
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実質借入金残高（連結）
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減価償却費及び設備投資 （工事ベース）
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H30年設備投資計画５５億円に対し、上期実績は21億円。
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２．通期の業績予想

19 20

通期業績予想

マクロ見通し

売上高・営業利益・経常利益・当期純利益

米国新政権の政策や欧州における政治リスク、
中国やアジア新興国等の景気減速懸念など、
景気は先行き不透明な状況。

上期に引き続き、拡販や歩留まりの改善、
製品価格転嫁、固定費の削減に努め、当初の
計画値を達成する。

外部環境
前年からの原油価格上昇により、原材料価格、物
流費等は高止まりが続く。一方、インバウンド需要や
ＥＣ市場は堅調に推移する。
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前期実績 Ｈ３０計画

売 上 ⾼ ９０８ ９１０
営 業 利 益 ５７.８ ４８.０
経 常 利 益 ５８.９ ４８.０
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 ２７.２ ２５.０

（億円）

通期業績予想

平成30年2月13日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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通期業績予想
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通期業績予想

40.2 33.0

27.2
23.5

1.2
3.5

7.1
7.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

合成樹脂事業 新規材料事業 建材事業 その他事業 消去額

セグメント別営業利益

（億円）

前期実績 Ｈ３０計画

５７.８ ４８.０

▲19.0▲17.9
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セグメント別の課題認識
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合成樹脂事業
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合成樹脂事業

上期の概況と下期の課題

【上期】 電子材料向けフィルム等、販売数量が減少

【下期】 価格修正の継続、投資設備の垂直立上と拡販

平成30年の方針

足元の原材料価格の高騰に対応できる事業に

新設設備による製品の垂直立ち上げを
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新規材料事業

28

新規材料事業

上期の概況と下期の課題

【上期】 スマートフォン向けの受注が減少

【下期】 大型用の生産性向上と新規案件への対応

平成30年の方針

 既存ラインの安定稼働により、堅実に売上高と利益を稼ぐ

 製膜能力の増強により、新規案件への対応を
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建材事業

30

建材事業

上期の概況と下期の課題

【上期】 在庫不足に伴う販売数量減

【下期】 稼働率向上による生産量の確保

平成30年の方針

 ＰＢフロア及び構造用ＰＢを計画通りに拡販する

予防保全により、ＰＢ製造ラインの安定稼働を実現



6

31

その他事業

31 32

その他事業

地域密着と新商品開発地域密着と新商品開発

収益基盤の安定強化

重点課題

 ホテル：地域貢献と固定費の引き下げ

 情 報：鑑査レンジに続く次の柱となる外販製品の開発

 ハウス：従来工法から脱却し、より耐震・省エネ商品へシフト

 プレカット：地域一番の競争力キープと利益率の向上

33

研究開発（Ｒ＆Ｄセンター、商品化グループ）

開発の方向性 要素技術の体系図

「環境・エネルギー」「ライフサイエンス」「情報電⼦」

新しい技術の獲得 新規事業に繋がるテーマ開発

環境･エネルギー

透明

放熱

絶縁
反射

導電

ライフサイエンス

貼合 加圧

延伸印刷

塗⼯製膜

要素技術

耐熱

情報電⼦

医療⽤材料

有機薄膜太陽電池
有機EL

フレキシブル基板

タッチパネル
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環境負荷低減への取り組み

大倉工業グループ環境方針

私たちは、かけがえのない地球環境を守り、企業と社会
の持続的な相乗発展に貢献する事業活動を推進します。

環境法令を順守しつつ、省資源、省エネルギー、廃棄物の
減量化･リサイクル、汚染の防止に努めることにより、気候
変動の緩和及び生物多様性・生態系の保護に貢献します。

環境負荷低減

環境配慮商品

環境に配慮した企画・開発を行い、より環境にやさしい製
品やサービスの提供に努めます。
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環境負荷低減への取り組み

①廃棄量の削減 ・フィルム薄膜化
②再利用 ・建築廃材のリサイクル

・原料ロス再利用
・製品ロス売却、産廃→別用途でリサイクル

③生分解 ・生分解マルチフィルム
→包装フィルムへの用途拡大

・ガスバリアーシュリンクフィルム「エコラップ®Ｇ」

・詰め替え用パウチ袋

・生分解マルチフィルム 「エコローム®･FC」

・パーティクルボード 「Rex Boaｒd®」

環境配慮製品の一例

事業を通じて環境負荷低減を図る

：フードロス削減

：プラスチックボトル削減

：廃棄不要

：建築廃材のリサイクル製品

「エコラップ®ＢＳＳ-Ｖ２」
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業績予想・事業計画に関する注意事項

本資料に掲載されている業績予想・事業計画は、当

社が現時点で入手可能な情報及び種々の前提に基

づき作成したものであり、実際の業績等の結果は、今

後生ずる様々な要因によって、予想・計画とは異なる

場合がございます。


